
                地域密着型金融の取組事例 2014 年 11 月 
 

  

担い手のライフサイクルに応じた支援 

 

タイトル 豪雪災害緊急対策資金の創設  ＪＡ名  ＪＡバンク群馬（群馬県）  

 

１ 動機 

（経緯） 

平成 26 年２月の豪雪災害により記録的被害を受けたことに伴い、被災農業者に対

する金融面の支援として｢豪雪災害緊急対策資金｣（県内ＪＡ統一要項資金）を創

設しました。 

２ 概要 本資金の借入に伴う被災農業者の金利負担を軽減すべく、ＪＡが融資する当資金

に対し、群馬県およびＪＡグループ群馬の支援（利子補給）により、借入当初５

年間を無利子とすることができました。資金の概要は以下のとおりです。 

 

資金名 豪雪災害緊急対策資金 

資金使途 大雪により破損および倒壊し

た農業用構築物の復旧および

補修にかかる代金 

農業経営の維持・継続に必要

な運転資金 

融資上限額 5,000 万円 1,000 万円 

借入期間 15 年以内（据置２年以内） ７年以内（据置２年以内） 

３ 成果 

（効果） 

平成 26 年３月の取扱開始以降、県内ＪＡによる本資金の取扱いは平成 26 年 7 月

末時点の実行件数は 359 件です。群馬県からは本資金の利子補給枠 274 億円を措

置いただいており、被害農業者への適切な資金対応を行っています。 

４ 今後の

予定（課題） 

豪雪被害の影響は大きく、引き続き被害にあわれた農業者の相談対応や資金対応

等に取り組み、農業経営の復旧・再建に向けたサポートを継続します。 

 

 【資金スキーム】 【復旧活動の様子】

                               

                             

利
子
補
給

 

ＪＡ 

豪雪災害 

緊急対策資金 

被
災
農
業
者 

資金 

 

 

 ＪＡグループ

群馬 
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保証 群馬県農業信

用基金協会 


